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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

　
　
　
　

一　

は
じ
め
に

　

本
稿
で
は
、
前
稿 

［8］ 

［9］ 

に
引
き
続
き
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
や
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
表
記
の
相
違
を
反
映
し
た
本
行
本

文
の
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
計
量
的
な
処
理
の
み
で
写
本
を
分
類
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。
調
査
対
象
と
し
た『
源
氏
物
語
』写
本
は
、
三
条

西
実
隆
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
室
町
時
代
書
写
の
写
本
を
中
心
と
し
た
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本 （
以
下
、
紅
梅
本
と
す
る
）

［5］ 

、
書
陵
部
蔵

三
条
西
家
本（
以
下
、
書
陵
部
本
）、
吉
川
史
料
館
蔵
青
表
紙
本（
以
下
、
吉
川
本
）、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本（
以
下
、
日
大
本
）、
蓬
左

文
庫
蔵
三
条
西
家
本（
以
下
、
蓬
左
文
庫
本
）、
大
正
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
の
全
写
本
、
室
町
時
代
に
補
写
さ
れ
た
保
坂
本
十
七
写
本
、

熊
本
大
学
教
育
学
部
所
蔵
本（
以
下
、
熊
大
本
）の
う
ち「
蓬
生
」「
若
菜
上
」「
総
角
」の
、
計
四
百
四
十
五
写
本
で
あ
る
。
熊
大
本
は
、
紅

梅
本
と「
夢
浮
橋
」の
奥
書
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
調
査
し
た
二
十
二
写
本
に
お
い
て
紅
梅
本
と
本
文
が
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
紅
梅
本
の
欠
巻

で
あ
る「
蓬
生
」「
若
菜
上
」「
総
角
」の
代
用
と
し
て
選
択
し
て
い
る 

［12］ 

。
本
調
査
は
次
の
順
序
で
行
っ
た
。
最
初
に
本
行
本
文
の
表
記

Ngram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け（
３
）

　
︱
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
・
吉
川
史
料
館
蔵
青
表
紙
本
・

　
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
・
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
と
の
比
較
を
通
し
て
︱

齊
藤
　
鉄
也
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異
同
に
着
目
し
、
統
計
的
分
類
方
法
を
用
い
て
、
写
本
を
分
類
し
た
。
次
に
写
本
間
の
親
疎
を
測
る
尺
度
を
提
案
し
、
そ
れ
を
用
い
て
、

各
巻
ご
と
の
写
本
間
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
後
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
書
写
年
代
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
群
と
比
較
し
、
一

揃
え
の
写
本
間
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
た
。
調
査
結
果
か
ら
は
、
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
、
吉
川
本
が
互
い
に
表
記
異
同
が
少
な
い
関
係

に
あ
る
写
本
が
多
い
こ
と
と
、
紅
梅
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
が
互
い
に
表
記
異
同
が
少
な
い
関
係
に
あ
る
写
本
が
多
い
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
　
　
　

二　

本
調
査
の
目
的
と
関
連
研
究

　

本
調
査
の
目
的
は
、
計
量
文
献
学
の
方
法
を
用
い
て
、
紅
梅
本
の
本
文
を
他
の
源
氏
物
語
写
本
と
比
較
し
位
置
付
け
る
こ
と
で
あ
る
。

計
量
文
献
学
は
、
本
文
が
持
つ
何
ら
か
の
特
徴
や
関
係
を
数
値
に
変
換
し
、
そ
れ
に
対
し
て
統
計
学
の
方
法
を
適
用
す
る
文
献
学
の
一
領

域
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、稿
者
が
作
成
し
た
写
本
の
本
行
本
文
の
デ
ー
タ
か
ら
生
成
し
た
断
片
文
字
列
の
頻
度
と
い
う
数
値
に
基
づ
き
、

紅
梅
本
と
、
紅
梅
本
の
奥
書
に
記
さ
れ
て
い
る
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た（
と
さ
れ
る
）書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
を

中
心
と
し
た
複
数
の
源
氏
物
語
の
本
文
と
比
較
し
て
、
紅
梅
本
の
本
文
の
相
対
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。

　

源
氏
物
語
写
本
の
本
文
の
調
査
は
、
作
品
が
大
規
模
で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
大
量
の
写
本
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
実
施
は
困
難
が

多
い
。
こ
れ
ら
の
調
査
課
題
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
稿
者
は
、
計
量
文
献
学
の
方
法
論
を
用
い
て
、
大
量
の
本
文
を
調
査
す
る
課
題
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
前
稿
ま
で
の
、
紅
梅
本
を
中
心
と
し
た
本
行
本
文
の
表
記
異
同
の
調
査
結
果 

［8］ 

［9］ 

か
ら
、
紅
梅
本
は
日
大
本
と
の
関

係
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
調
査
で
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
同
じ
く
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
吉
川

本
と
蓬
左
文
庫
本
を
加
え
て
、
紅
梅
本
の
本
文
の
相
対
的
な
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
こ
れ
ま
で
、
伝
称
筆
者
を
含
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

む
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
の
四
種
類
の『
源
氏
物
語
』は
、
推
定
を
含
む
書
写
年
代
が
指

摘
さ
れ
、
特
定
の
巻
の
本
文
に
対
し
て
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る 

［1］ 

［2］ 

。
一
方
で
、
紅
梅
本
の
本
文
調
査

は
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た『
源
氏
物
語
』写
本
と
紅
梅
本
の
関
係
や
、
書
写
年
代
が
近
い
と
考
え
ら
れ
る
大

正
大
本
、
室
町
時
代
に
補
写
さ
れ
た
保
坂
本
の
一
部
の
巻
と
の
関
係
は
未
調
査
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
調
査
で
は
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
前
稿
と
同
様
の
調
査
方
法
を
用
い
て
、
吉
川
本
と
蓬
左
文
庫
本
を
加
え
て
、
再
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
源
氏
物
語
写
本
の
本
文
分
類
は
、
校
訂
本
文
を
対
象
と
し
た
本
文
異
同
に
基
づ
い
て
、
定
家（
青
表
紙
）本
、
河
内
本
、
別

本
群
と
い
う
二
系
統
一
群
に
分
類
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
調
査
で
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
対
象
に
表
記
異
同
に
基
づ
い
た

写
本
の
本
文
分
類
を
行
う
。
本
行
本
文
の
表
記
異
同
は
、
本
文
異
同
に
加
え
て
、
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
音
便
、
送
り

仮
名
に
よ
り
発
生
す
る
。
こ
れ
ら
の
表
記
異
同
は
、
写
本
の
影
印
本
や
紙
焼
き
を
用
い
た
調
査
が
必
要
で
あ
る
こ
と
や
、
本
文
の
意
味
に

影
響
を
与
え
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
調
査
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
調
査
報
告
も
限
ら
れ
て
い
る 

［8］ 

［9］
。
そ
の
一
方
で
、
表
記
異
同
に
は
写
本
の
伝
来
過
程
の「
痕
跡
」が
残
っ
て
い
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ 

［3］ 

［4］ 

、
校
訂
本
文
を
用
い
た
分

析
と
は
異
な
り
、
伝
来
に
関
す
る
知
見
を
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
現
存
す
る
写
本
を
用
い
た
表
記
異
同
の

親
疎
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、本
調
査
で
は
、近
年
、古
典
籍
の
影
印
本
の
出
版
や
所
蔵
者
に
よ
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
画
像
公
開
の
進
展
に
よ
り 

［6］ 

、
本
行
本
文
の
調
査
が
相
対
的
に
容
易
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
利
用
し
、
表
記
異
同
に
基

づ
く
本
文
分
類
を
試
み
た
。
本
調
査
の
対
象
と
し
た
本
行
本
文
は
、
表
記
異
同
に
加
え
て
、
誤
写
、
虫
損
も
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本

文
に「
傷
」が
あ
り
、
意
味
や
解
釈
を
分
析
す
る
た
め
に
は
適
切
で
は
な
い
が
、
写
本
書
写
時
の
、
校
合
や
校
訂
さ
れ
る
前
の「
基
層
」と
な

る
本
文
で
あ
る
た
め
、
写
本
の
伝
来
過
程
を
分
析
す
る
た
め
に
は
適
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
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三　

調
査
対
象
写
本
と
本
文
デ
ー
タ

　

写
本
間
の
比
較
対
象
に
用
い
た
源
氏
物
語
の
写
本
は
、
紅
梅
本
の
五
十
一
写
本
と
書
陵
部
本
の
五
十
四
写
本
、
吉
川
本
の
五
十
四
写
本
、

日
大
本
の
五
十
三
写
本
、蓬
左
文
庫
本
の
五
十
四
写
本
、大
正
大
学
本
の
五
十
四
写
本
、池
田
本
の
五
十
二
写
本
、大
島
本
の
五
十
三
写
本
、

保
坂
本
の
十
七
写
本
、
熊
大
本
の
三
写
本
で
あ
る
。
調
査
対
象
か
ら
本
行
本
文
デ
ー
タ
を
作
成
す
る
方
法
は
、
前
稿 

［8］ 

［9］ 

と
同
様
で
あ

る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
要
を
述
べ
る
。
調
査
に
用
い
た
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
は
、
写
本
の
本
行
本
文
を
調
査
対
象
と
し
、
傍
記

は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
本
文
デ
ー
タ
は
、
仮
名
と
漢
字
、
改
行
位
置
を
写
本
と
同
一
と
す
る
。
一
音
で
読
む
漢
字
は
全
て
仮
名
と
見
做

し
て
仮
名
と
漢
字
を
区
別
し
て
い
る
。
漢
字
の
異
体
字
は
通
行
化
し
て
い
る
。

　

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ
を
本
稿
末
の
表
一
に
ま
と
め
た
。
前
稿
で
調
査
済
み
の
写
本
に
関
し
て
は
省
略
し
て
い
る
。
表
一
で
は
、

写
本
名
と
仮
名
と
漢
字
の
文
字
数
、
文
字
数
に
占
め
る
漢
字
の
割
合
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
文
デ
ー
タ
の
調
査
範
囲
は
お
お
よ
そ
五
千
文

字
程
度
を
対
象
と
し
た
。
五
千
字
に
満
た
な
い
本
文
を
持
つ
巻
は
全
文
を
対
象
と
し
て
い
る
。
本
文
の
一
部
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
巻

に
関
し
て
は
、
同
じ
巻
の
本
文
の
同
一
の
位
置
ま
で
を
調
査
対
象
範
囲
と
し
、
比
較
し
て
い
る
。

　

本
調
査
で
は
、
仮
名
と
漢
字
の
使
い
分
け
、
仮
名
遣
い
、
音
便
と
い
っ
た
同
義
で
は
あ
る
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
本
文
は
相
違
と
見
做

し
、
生
成
さ
れ
た
本
文
の
特
徴
を
表
す
デ
ー
タ
に
反
映
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
表
記
の
異
同
は
本
文
の
相
違
と
し
て
扱
わ
れ
、
統
計
処
理
さ

れ
る
。
そ
の
結
果
、
本
調
査
で
作
成
し
た
デ
ー
タ
を
用
い
た
分
析
の
結
果
、
本
文
が
類
似
す
る
と
指
摘
で
き
た
場
合
は
、
本
文
に
加
え
て
、

表
記
ま
で
含
め
て
近
い
こ
と
を
示
し
、
写
本
の
本
文
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
、
例
え
ば
、
伝
来
過
程
に
お
い
て
世
代
の
近
い
写

本
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
本
文
系
統
の
分
類
の
際
に
重
視
さ
れ
る
本
文
異
同
が
、
大
量
の

表
記
の
相
違
と
比
較
し
て
相
対
的
に
少
数
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
影
響
が
小
さ
く
な
り
、『
源
氏
物
語
大
成
』を
用
い
た
分
類
結
果
と
は
一
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

致
し
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

　
　
　
　

四　

表
記
異
同
の
生
成
と
分
類
方
法
の
提
案

　

本
文
の
異
同
を
調
査
対
象
と
す
る
場
合
、
異
同
を
集
成
す
る
こ
と
に
加
え
て
、
何
ら
か
の
方
法
を
用
い
て
分
類
し
、
そ
の
結
果
を
可
視

化
し
な
け
れ
ば
、
そ
の
考
察
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
本
方
法
で
は
、
次
の
三
段
階
に
分
け
て
、
異
同
を
生
成
、
分
類
、
考
察
す
る
こ
と
と
し

た
。
最
初
に
、本
文
デ
ー
タ
か
ら
一
定
文
字
数
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
。
こ
の
断
片
文
字
列
は
表
記
の
異
同
を
反
映
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
頻
度
に
基
づ
い
て
、
統
計
的
分
類
方
法
を
用
い
、
本
行
本
文
の
表
記
の
点
か
ら
写
本
間
の
親
疎
を
可
視
化
す
る
。
次
に
、
そ
の
結
果

を
提
案
す
る
本
文
の
類
似
性
を
示
す
尺
度
に
基
づ
い
て
、
さ
ら
に
細
分
化
す
る
。
最
後
に
、
細
分
化
さ
れ
た
結
果
を（
推
定
を
含
む
）書
写

年
代
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
写
本
と
比
較
し
、
調
査
対
象
と
し
た
写
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

四
．
一　

本
行
本
文
の
表
記
異
同
の
生
成
方
法

　

本
調
査
で
は
、
本
行
本
文
の
持
つ
表
記
異
同
を
、
基
準
と
す
る
本
文
上
の
同
一
箇
所
に
お
け
る
文
字
列
の
比
較
と
い
っ
た
『
源
氏
物
語

大
成
校
異
編
』
の
方
法
を
採
用
せ
ず
、
本
文
か
ら
決
ま
っ
た
手
続
き
に
基
づ
い
て
機
械
的
に
生
成
可
能
な
断
片
文
字
列
の
頻
度
を
用
い
て

比
較
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
こ
の
断
片
文
字
列
を
用
い
て
本
文
を
分
類
す
る
方
法
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
文
章
を
処
理
す
る
自
然

言
語
処
理
分
野
で
用
い
ら
れ
て
い
る
基
本
的
な
技
術
の
一
つ
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
稿
者
が
作
成
し
た
本
文
デ
ー
タ
か
ら
N
文
字
の
長
さ
を
持
つ
、
文
字
のN

gram

と
呼
ば
れ
る
断
片
文
字
列
を
生
成

し
、
表
記
異
同
の
分
類
に
用
い
る
。
文
字
のN

gram

の
生
成
方
法
は
、
本
文
デ
ー
タ
の
最
初
の
文
字
か
ら
一
文
字
ず
つ
ず
ら
し
な
が
ら
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順
に
N
文
字
の
長
さ
の
断
片
文
字
列
を
生
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
生
成
さ
れ
た
断
片
文
字
列
は
、
同
一
の
文
字
列
ご
と
に
集
計
さ

れ
る
の
で
、
表
記
異
同
は
断
片
文
字
列
の
頻
度
に
よ
っ
て
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
、「
い
つ
れ
の
御
時
」と
い
う
本
文
デ
ー
タ
か

ら3gram
を
生
成
し
た
場
合
、「
い
つ
れ
」「
つ
れ
の
」「
れ
の
御
」「
の
御
時
」と
い
っ
た
三
文
字
の
断
片
文
字
列
が
生
成
さ
れ
る
。
漢
字

と
仮
名
の
使
い
方
が
異
な
る
表
記
を
持
つ
「
い
つ
れ
の
御
と
き
」
と
い
う
本
文
デ
ー
タ
に
対
し
て
同
様
の
処
理
を
行
う
と
、
生
成
さ
れ
た

N
gram

の
種
類
と
そ
の
頻
度
が
異
な
る
。
こ
の
た
め
、
異
な
る
本
文
デ
ー
タ
か
ら
生
成
さ
れ
たN

gram

は
表
記
異
同
を
反
映
し
、
そ
の

頻
度
の
相
違
は
本
文
デ
ー
タ
の
表
記
の
相
違
を
表
す
。
二
つ
の
本
文
デ
ー
タ
のN

gram

の
頻
度
が
一
致
す
る
ま
た
は
類
似
す
る
場
合
は
、

こ
の
二
つ
のN

gram

の
頻
度
の
相
違
は
小
さ
く
な
る
。
そ
の
た
め
、
頻
度
の
相
違
に
着
目
す
る
こ
と
で
二
つ
の
写
本
の
本
文
に
何
ら
か

の
関
係
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
、
と
言
え
る
。

四
．
二　

採
用
し
た
統
計
的
分
類
方
法

　

表
記
が
類
似
す
る
二
つ
の
本
文
デ
ー
タ
か
ら
生
成
さ
れ
たN

gram

の
頻
度
の
相
違
は
小
さ
く
な
る
こ
と
を
用
い
て
、
表
記
異
同
の
親

疎
を
調
査
す
る
。
こ
の
頻
度
の
相
違
を
何
ら
か
の
計
算
方
法
に
よ
っ
て
求
め
、
比
較
し
分
類
す
る
こ
と
で
、
写
本
の
本
文
の
表
記
異
同
の

親
疎
が
明
ら
か
に
な
る
。
本
調
査
に
お
い
てN

gram

を
分
類
す
る
方
法
は
、
複
数
の（
説
明
）変
数
を
用
い
て
デ
ー
タ
を
分
類
す
る
、
統

計
学
の
多
変
量
解
析
の
一
つ
で
あ
る
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
詳
細
は
注
に
ま
と
め
た
。

　

分
類
が
進
む
と
、
最
終
的
に
は
、
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
写
本
間
の
本
文
の
表
記
異
同
の
親
疎
を
数
値
で
表
す
距
離
が
近
い

順
に
グ
ル
ー
プ
を
構
成
し
、
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
組
合
わ
さ
れ
た
木
構
造（
樹
状
図
）を
構
成
す
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
を
用
い
た

分
類
結
果
と
は
、
木
構
造
を
一
定
の
距
離
で
切
断
し
、
切
断
後
に
構
成
さ
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
で
あ
る
。
木
構
造
を
切
断
す
る
距

離
に
よ
っ
て
分
類
結
果
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
切
断
に
は
分
類
対
象
と
し
て
い
る
分
野
の
知
見
を
必
要
と
す
る
。
今
回
の
場
合
で
あ
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

れ
ば
、
文
献
学
の
研
究
成
果
か
ら
得
ら
れ
て
い
る
本
文
の
類
似
性
の
指
摘
に
基
づ
い
て
切
断
す
る
距
離
を
決
定
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
文
献
学
の
知
見
を
用
い
た
表
記
異
同
の
親
疎
を
表
す
写
本
間
距
離
の
尺
度
を
設
計
す
る
こ
と
と
し
た
。

四
．
三　

写
本
間
距
離
尺
度
の
設
計

　

こ
れ
ま
で
の
文
献
学
の
知
見
か
ら
、い
く
つ
か
の
写
本
に
関
し
て
は
本
文
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、そ
の
う
ち
、「
臨

模
さ
れ
て
い
る
」、「
字
配
が
一
致
す
る
」、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」、「
異
同
が
少
な
い
」と
い
う
類
似
性
に
着
目
し
て
、
写
本
を
分
類
す
る
。

「
臨
模
さ
れ
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
と
し
て
、
尊
経
閣
文
庫
本「
柏
木
」と
明
融
臨
模
本「
柏
木
」を
用
い
た
。「
字
配
の
一
致
」が
指
摘
さ

れ
る
写
本
と
し
て
、
日
大
本
と
中
院
文
庫
本
を
採
用
し
た
。「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」可
能
性
が
あ
る
写
本
と
し
て
、
池
田
本
と
明
融
臨
模

本「
桐
壺
」「
花
宴
」を
用
い
た
。
同
系
統
の
本
文
を
持
つ
写
本
の
中
で「
異
同
が
少
な
い
」関
係
に
あ
る
写
本
と
し
て
尾
州
家
河
内
本
と
高

松
宮
家
本
を
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
写
本
群
を
対
象
に
、
前
述
し
た
本
行
本
文
の
表
記
異
同
の
生
成
方
法
と
統
計
的
分
類
方
法
を
用
い

て
、
写
本
間
の
距
離
を
求
め
、
写
本
を
分
類
す
る
尺
度
を
設
計
し
た
。

　

尺
度
設
計
の
際
に
は
、
尺
度
に
影
響
を
与
え
る
と
考
え
ら
れ
る
要
因
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
要
因
に
は
、
表
記
異
同
と
本
文

長
の
関
係
と
、
適
切
な
本
文
の
断
片
長
で
あ
るN

gram
の
文
字
数
N
と
写
本
群
の
群
間
距
離
の
関
係
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、

実
際
の
本
文
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
調
査
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
値
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

四
．
三
．
一　

適
切
な
本
文
長
の
調
査

　

表
記
異
同
を
用
い
て
本
文
分
類
を
行
う
場
合
、
そ
の
本
文
長
に
応
じ
て
表
記
異
同
が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
関
係
が
あ
る

と
予
想
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
表
記
異
同
と
本
文
長
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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そ
の
調
査
で
は
、
最
初
に
本
文
長
が
異
な
る
巻
を
選
択
し
、
本
文
が
類
似
す
る
二
写
本
の
写
本
間
距
離
を
調
査
し
た
。
表
記
異
同
と
本

文
長
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
写
本
と
し
て
日
大
本
と
中
院
文
庫
本
の
「
空
蝉
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
初
音
」「
篝
火
」「
行
幸
」

「
藤
袴
」「
鈴
虫
」「
匂
宮
」「
紅
梅
」「
早
蕨
」の
計
十
一
写
本
を
選
択
し
た
。
日
大
本
と
中
院
文
庫
本
は
、
本
行
本
文
の
字
詰
や
行
詰
が
一

致
す
る
写
本
間
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
に
は
本
文
異
同
は
存
在
し
な
い
、
と
言
え
る
。
表
記
異
同
が
発
生
す
る
要
因
と
し
て
は
、

転
写
時
の
誤
写
、
書
写
者
の
書
き
癖
と
も
考
え
ら
れ
る
音
便
の
相
違
、
親
本
に
存
在
す
る
ミ
セ
ケ
チ
の
反
映
、
補
入
の
取
り
込
み
、
本
文

デ
ー
タ
作
成
時
の
採
字
方
針
と
も
関
連
す
る
漢
字
と
仮
名
の
使
い
分
け
の
相
違
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
写
本
を
用
い
る
こ

と
で
、
表
記
異
同
だ
け
を
対
象
と
し
た
写
本
間
距
離
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
文
長
に
応
じ
て
表
記
異
同
の
距
離
が
増
加
す
る
関
係
を
図
示
し
た
場
合
、
本
文
長
の
順
序
で
写
本
が
整
列
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し

か
し
、
前
稿
の
調
査
結
果 

［11］ 

か
ら
は
、
表
記
異
同
と
本
文
長
の
関
係
は
単
純
に
増
加
す
る
関
係
に
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ

こ
で
、
全
巻
五
千
字
程
度
の
一
定
長
の
本
文
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
本
調
査
で
全
文
を
調
査
し
た
巻
は
、
五
千
字
に
満
た

な
い
巻
を
中
心
に
、「
空
蝉
」「
花
宴
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
初
音
」「
篝
火
」「
行
幸
」「
藤
袴
」「
鈴
虫
」「
匂
宮
」「
紅
梅
」「
早
蕨
」
の

十
二
巻
で
あ
る
。

四
．
三
．
二　

適
切
な
文
字
数
N
の
調
査

　

N
gram

を
用
い
て
調
査
を
行
う
場
合
に
、
調
査
に
適
切
な
文
字
数
N
と
は
、
本
文
の
類
似
性
を
持
つ
写
本
群
が
、
同
一
の
性
格
を
持

つ
写
本
群
内
で
は
密
集
し
、
異
な
る
性
格
を
持
つ
写
本
群
間
で
は
重
複
せ
ず
に
分
類
で
き
る
文
字
数
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、「
臨
模
さ

れ
て
い
る
」、「
字
配
が
一
致
す
る
」、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」、「
異
同
が
少
な
い
」と
い
う
類
似
性
を
持
つ
写
本
群
を
分
類
す
る
場
合
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
群
の
写
本
間
距
離
が
群
内
で
は
密
集
し
、
群
間
で
は
互
い
に
散
在
す
る
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
あ
る
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文
字
数
N
を
採
用
し
た
場
合
、
写
本
群
が
互
い
に
重
複
す
る
よ
う
な
距
離
で
分
類
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
文
字
数
で
は
、
写
本
群
を
分

類
で
き
ず
、
そ
の
文
字
数
は
適
切
で
は
な
い
、
と
言
え
る
。

　

調
査
対
象
に
は
、「
臨
模
さ
れ
て
い
る
」及
び「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」写
本
に
加
え
て
、「
字
配
が
一
致
す
る
」日
大
本
と
中
院
文
庫
本
の

う
ち
、「
桐
壺
」「
箒
木
」「
空
蝉
」「
若
紫
」「
花
散
里
」「
関
屋
」「
初
音
」「
篝
火
」「
行
幸
」「
藤
袴
」「
若
菜
上
」「
若
菜
下
」「
柏
木
」「
鈴
虫
」

「
匂
宮
」「
紅
梅
」「
橋
姫
」「
早
蕨
」「
浮
舟
」の
十
九
写
本
、「
異
同
が
少
な
い
」尾
州
家
本
と
高
松
宮
家
本
の
う
ち
、「
桐
壺
」「
須
磨
」「
明

石
」「
藤
袴
」「
横
笛
」「
紅
梅
」「
橋
姫
」「
宿
木
」以
下
を
除
く
、
四
十
一
写
本
を
選
択
し
た
。
尾
州
家
本
と
高
松
宮
家
本
は
、
調
査
対
象

範
囲
の
本
文
に
脱
落
が
存
在
せ
ず
、
同
じ
河
内
本
系
統
の
巻
を
対
象
と
し
て
い
る
。

　

文
字
数
N
を
一
文
字
か
ら
十
文
字
ま
で
を
対
象
に
調
査
し
た
結
果 

［11］ 

か
ら
は
、
文
字
数
が
五
文
字
以
上
で
あ
れ
ば
、
分
類
が
相
対
的

に
容
易
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
調
査
で
は
、
前
稿
ま
で
の
調
査
結
果 

［8］ 

［9］ 

と
同
様
に
、
文
字
数
N
を
五
文
字（5gram

）

と
し
、
写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
に
用
い
た
。

四
．
三
．
三　

写
本
間
距
離
の
尺
度
の
決
定

　

5gram

を
用
い
た
場
合
に
、
写
本
を
分
類
す
る
距
離
を
、
各
写
本
群
の
実
測
値
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
。「
臨
模
さ
れ
て
い
る
」、「
字

配
が
一
致
す
る
」、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」、「
異
同
が
少
な
い
」
と
い
う
類
似
性
を
持
つ
写
本
群
ご
と
に
距
離
の
分
布
を
確
認
し
た
。
本

調
査
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
群
の
分
布
の75%

を
示
す
値
（
第
3
四
分
位
数
）
を
、
簡
易
的
な
写
本
間
距
離
を
測
る
尺
度
と
し
て
採
用

し
た 

［12］ 

。

　

こ
の
調
査
結
果
か
ら
は
、「
臨
模
さ
れ
て
い
る
」関
係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は0.01

、「
字
配
が
一
致
す
る
」関
係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は

0.03

、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」関
係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は0.07

、「
異
同
が
少
な
い
」関
係
に
あ
る
写
本
間
距
離
は0.18

と
な
っ
た
。
但
し
、
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こ
れ
ら
の
写
本
間
距
離
の
尺
度
は
、
今
回
の
調
査
で
暫
定
的
に
決
定
し
た
数
値
で
あ
る
。
今
後
の
さ
ら
な
る
写
本
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
尺
度
は
、
文
献
学
の
専
門
家
の
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
知
見
を
数
値
に
よ
っ
て
表
し
て
い
る
、
と
言
え
る
。
こ
れ
ま
で
写
本
本

文
の
類
似
性
に
関
す
る
知
見
は
定
性
的
な
記
述
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ
の
知
見
を
他
の
写
本
へ
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
方
法
で
は
、
専
門
家
の
知
見
を
写
本
間
距
離
と
し
て
数
値
化
し
た
こ
と
で
、
こ
の
数
値
に
基
づ
い
て
他
の
調

査
対
象
写
本
も
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
　
　
　

五　

各
帖
の
写
本
間
距
離
の
調
査
結
果
と
考
察

　

提
案
す
る
写
本
間
距
離
の
尺
度
を
用
い
て
、
三
条
西
実
隆
に
関
連
が
あ
る
写
本
や
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
写
本
を
対

象
に
、
本
文
が
類
似
す
る
写
本
を
探
索
し
、
紅
梅
本
の
位
置
付
け
を
試
み
た
。
各
巻
の
写
本
間
距
離
を
用
い
て
写
本
を
分
類
し
た
図
は
本

稿
末
に
掲
載
し
た
。
こ
の
図
か
ら
、
各
巻
の
調
査
結
果
を
集
約
し
た
表
と
、（
推
定
を
含
む
）書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
と
の
比
較
を
し

た
表
を
作
成
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
考
察
を
述
べ
て
い
く
。

五
．
一　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
調
査
結
果

　

表
記
異
同
を
用
い
た
写
本
の
分
類
結
果
は
、
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
の
結
果
で
あ
る
樹
形
図
と
し
て
可
視
化
さ
れ
る
。
表
記
異
同
が

類
似
し
、
写
本
間
距
離
が
近
い
写
本
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
。
グ
ル
ー
プ
の
写
本
間
距
離
は
、
構
成
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
の
樹
形
図
の
高

さ
と
し
て
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
高
さ
を
提
案
す
る
写
本
間
距
離
の
尺
度
と
比
較
し
、
写
本
間
関
係
を
分
類
し
て
い
く
。
本
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稿
末
の
図
で
は
、
本
文
表
記
が
類
似
す
る
尺
度
で
点
線
を
引
き
、
写
本
間
関
係
を
示
し
て
い
る
。
方
法
の
性
質
上
、
尺
度
の
値
を
示
す
境

界
線
よ
り
わ
ず
か
に
写
本
間
距
離
が
遠
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、類
似
性
が
な
い
と
見
做
さ
れ
る
写
本
が
存
在
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
こ
で
は
全
五
十
四
帖
の
図
を
掲
載
し
て
い
る
。

　

全
五
十
四
帖
に
関
し
て
調
査
対
象
写
本
を
分
類
し
た
図
か
ら
は
、
表
記
が
類
似
す
る
写
本
は
多
く
は
存
在
せ
ず
、
存
在
し
た
と
し
て
も
、

「
異
同
が
少
な
い
」
写
本
間
距
離
に
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
表
記
が
類
似
す
る
写
本
が
少
な
い
と
い
う
知
見
か
ら
は
、

本
方
法
を
用
い
る
こ
と
で
、
大
量
に
存
在
す
る
写
本
の
中
か
ら
、
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
、
詳
細
な
調
査
を
必
要
と
す
る

写
本
を
絞
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
利
点
が
あ
る
、
と
言
え
る
。
そ
の
関
係
や
理
由
は
奥
書
と
い
っ
た
文
献
学
や
書
誌
学
の
知
見
と
共
に
考

察
す
る
必
要
が
あ
り
、
本
方
法
で
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
調
査
す
べ
き
写
本
の
選
択
に
関
し
て
の
示
唆
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

五
．
二　

各
巻
の
写
本
間
距
離
に
基
づ
く
分
類
結
果

　

本
稿
末
の
図
の
結
果
を
、
写
本
間
関
係
ご
と
に
表
二
に
集
約
し
た
。
表
二
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
名
を
二
文
字
で
表
し
、
尺
度
に
基

づ
い
た
写
本
間
関
係
ご
と
に
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
を
括
弧
で
表
し
て
い
る
。
括
弧
が
入
れ
子
と
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
三
写

本
以
上
が
同
一
グ
ル
ー
プ
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
表
二
か
ら
は
、
調
査
対
象
写
本
の
中
に
、「
共
通
の
親
本
を
持
つ
」と

い
う
類
似
性
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
七
群
、「
異
同
が
少
な
い
」と
い
う
類
似
性
を
持
つ
可
能
性
が
あ
る
九
十
一
群
が
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。「
異
同
が
少
な
い
」
写
本
群
は
、
巻
ご
と
に
複
数
の
群
が
存
在
す
る
た
め
、
そ
の
数
が
多
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。「
共

通
の
親
本
を
持
つ
」
写
本
群
は
、
紅
梅
本
と
日
大
本
が
四
巻
あ
り
、
こ
れ
は
既
に
前
稿 

［8］ 

で
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
他
に
は
、
吉
川
本

と
大
正
大
本
が
二
巻
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
、「
異
同
が
少
な
い
」写
本
群
に
存
在
す
る
日
大
本
の
う
ち
、「
若
紫
」「
末
摘
花
」
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「
明
石
」「
絵
合
」「
朝
顔
」「
梅
枝
」「
幻
」「
総
角
」の
八
写
本
は
池
田
本
の
本
行
本
文
に
類
似
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、

「
梅
枝
」を
除
き
、
こ
れ
ら
の
写
本
は
、
紅
梅
本
と
は
異
な
る
本
行
本
文
を
持
つ
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

表
二
の
内
訳
を
確
認
す
る
と
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、
大
正
大
本
と
書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
大
島
本
の
四
写
本
の
う
ち
の
複
数
が
グ
ル
ー

プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
と
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
、
紅
梅
本
の
三
写
本
の
う
ち
の
複
数
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
調
査
結
果
は
本
行
本
文
の
表
記
が
類
似
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
、
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と

が
多
い
写
本
は
、
伝
来
過
程
に
共
通
の
写
本
を
持
つ
と
い
っ
た
関
係
が
あ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

五
．
三　

分
類
結
果
に
基
づ
く
写
本
間
比
較

　

グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写
本
間
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
推
定
を
含
む
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
と
、
吉
川
本
と
の
比
較
結

果
を
表
三
に
、
紅
梅
本
と
の
比
較
結
果
を
表
四
に
ま
と
め
た
。
表
三
と
表
四
で
は
、
比
較
対
象
で
あ
る
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
を
、

縦
方
向
に
書
写
年
代
順
に
並
べ
、
吉
川
本
と
紅
梅
本
と
比
較
し
た
。
存
在
し
な
い
巻
に
は
斜
線
を
引
い
て
い
る
。
写
本
間
距
離
が
近
い
写

本
は
、
類
似
性
の
程
度
に
応
じ
た
記
号
を
用
い
て
表
し
て
い
る
。

　

全
体
の
傾
向
を
明
ら
か
に
す
る
表
二
と
比
較
し
、
表
三
と
表
四
は
、
特
定
の
写
本
間
の
関
係
に
つ
い
て
一
覧
性
を
持
つ
形
式
で
可
視
化

し
て
い
る
た
め
、
対
象
と
し
た
写
本
と
の
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
。
表
二
で
明
ら
か
に
な
っ
た
「
大
正
大
本
と
書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
大

島
本
の
四
写
本
の
う
ち
の
複
数
が
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
こ
と
が
多
い
」
と
い
う
指
摘
が
、
吉
川
本
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
に
巻
と
類
似

性
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
吉
川
本
は
、
書
写
年
代
が
明
ら
か
な
写
本
と
し
て
は
、
大
正
大
本
と
書
陵
部
本
と「
異

同
が
少
な
い
」
関
係
に
あ
る
巻
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
同
様
に
、
紅
梅
本
は
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
と
「
異
同
が
少
な
い
」

関
係
に
あ
る
巻
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
紅
梅
本
は
蓬
左
文
庫
本
と
本
文
が
類
似
す
る
巻
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。
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五
．
四　

考
察

　

こ
れ
ま
で
、
写
本
本
文
の
類
似
性
に
関
し
て
は
、
特
定
の
巻
に
関
し
て
の
調
査
報
告
が
多
い
た
め
、
一
揃
え
の
写
本
全
体
の
傾
向
は
明

ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
本
調
査
の
表
二
に
よ
っ
て
、
巻
ご
と
に
そ
の
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
今
後
の
写
本
調
査
に
お
い
て
は
、

こ
こ
で
指
摘
し
た
写
本
を
調
査
す
る
こ
と
で
調
査
の
効
率
化
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

表
三
か
ら
は
、
吉
川
本
と
写
本
間
距
離
が
多
い
写
本
は
、
吉
川
本
の
推
定
書
写
年
代
と
近
い
、
大
正
大
本
、
書
陵
部
本
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
表
記
の
異
同
が
吉
川
本
と
類
似
す
る
巻
は
、
大
正
大
本
二
十
巻
と
、
書
陵
部
本
十
一
巻
で
あ
る
。
こ
れ
ら
写
本
と
吉

川
本
は
、
共
通
の
写
本
か
ら
派
生
し
た
写
本
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
転
写
が
繰
り
返
さ
れ
る
と
表
記
異
同
が
多
く
な
る

と
想
定
で
き
る
の
で
、
こ
れ
ら
写
本
は
、
共
通
の
写
本
か
ら
の
転
写
回
数
は
相
対
的
に
は
少
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
る
。

　

同
様
に
、
表
四
か
ら
は
、
紅
梅
本
と
写
本
間
距
離
が
多
い
写
本
は
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
紅
梅

本「
蓬
生
」「
若
菜
上
」「
総
角
」は
伝
来
の
過
程
で
失
わ
れ
て
い
る
の
で
、
熊
大
本
で
代
用
し
、
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。
表
記
の
異
同
が

紅
梅
本
と
類
似
す
る
巻
は
、
日
大
本
二
十
二
巻
と
、
蓬
左
文
庫
本
三
十
七
巻
で
あ
る
。
特
に
、
紅
梅
本
は
、
蓬
左
文
庫
本
と
の
表
記
異
同

が
近
い
関
係
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残
念
な
が
ら
、本
方
法
で
は
本
行
本
文
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、

そ
の
書
写
年
代
や
書
写
順
序
と
い
っ
た
関
係
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
よ
り
詳
細
な
紅
梅
本
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
は
、
異
な
る
調
査
方
法
に
基
づ
い
た
報
告
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
は
、
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
四
種
類
の『
源
氏
物
語
』写
本
は
主
と
し
て
二
群
に
分
類
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
と
言
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
本
行
本
文
の
類
似
性
の
点
か
ら
は
、
単
純
に
書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本

と
い
っ
た
書
写
年
代
の
順
で
、
類
似
す
る
本
文
が
転
写
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
は
低
い
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
但
し
、
本
調
査
は
本
行
本
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文
を
対
象
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
後
の
修
正
や
傍
記
の
反
映
に
よ
っ
て
他
写
本
と
の
校
合
の
様
相
が
明
ら
か
に
な
る
可
能
性
や
、
校
合

の
結
果
を
反
映
し
た
本
文
で
は
、
異
な
る
分
類
結
果
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
　
　
　

六　

ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　

本
稿
で
は
、
写
本
の
本
行
本
文
の
表
記
異
同
に
着
目
し
て
、
統
計
処
理
方
法
を
用
い
て
写
本
を
分
類
し
た
結
果
を
報
告
し
た
。
本
文
の

表
記
異
同
の
類
似
性
は
、
写
本
間
に
転
写
過
程
を
共
有
す
る
と
い
っ
た
関
係
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
異
同
の
調
査
は
、

調
査
対
象
と
な
る
写
本
数
が
大
量
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
関
連
す
る
写
本
の
画
像
公
開
や
出
版
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
調
査
が
困
難

で
あ
っ
た
。
近
年
、所
蔵
者
に
よ
る
公
開
が
進
み
、新
し
く
調
査
可
能
と
な
っ
た
写
本
が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、本
調
査
で
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
を
用
い
た
自
然
言
語
処
理
分
野
の
基
礎
技
術
を
用
い
て
分
類
を
行
な
っ
た
。

　

紅
梅
本
を
中
心
と
し
た
、
三
条
西
実
隆
が
関
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
書
陵
部
本
、
吉
川
本
、
日
大
本
、
蓬
左
文
庫
本
と
を
比
較
し
た
結

果
、
本
行
本
文
の
表
記
異
同
の
点
か
ら
は
、
書
陵
部
本
と
吉
川
本
に
類
似
す
る
巻
が
多
い
こ
と
と
、
日
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
が
類
似
す
る

巻
が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
紅
梅
本
は
日
大
本
と
蓬
左
文
庫
本
と
類
似
し
、
特
に
、
蓬
左
文
庫
本
と
類
似
す
る
巻

が
多
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

本
調
査
で
用
い
た
断
片
文
字
列
の
頻
度
を
比
較
す
る
方
法
の
利
点
は
、
本
文
上
の
同
一
箇
所
の
文
字
列
を
比
較
す
る
従
来
の
方
法
と
比

べ
、
一
定
の
規
則
に
基
づ
い
て
機
械
的
に
処
理
で
き
る
こ
と
か
ら
、
大
量
の
写
本
が
存
在
す
る『
源
氏
物
語
』の
調
査
の
効
率
化
に
寄
与
す

る
こ
と
で
あ
る
。
加
え
て
、
今
後
、
調
査
対
象
写
本
が
増
加
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
一
の
方
法
に
よ
っ
て
探
索
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
比
較
対
象
と
な
る
写
本
が
増
加
す
る
と
、
比
較
す
る
組
合
せ
は
増
加
し
、
調
査
も
膨
大
に
な
る
が
、
本
方
法
を
用
い
た
場
合
は
、

本
文
デ
ー
タ
さ
え
あ
れ
ば
、
自
動
的
に
分
類
が
行
う
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
統
一
的
で
網
羅
的
な
調
査
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
今
後
の
効
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

率
的
な
調
査
が
期
待
で
き
る
。

　

尚
、
本
稿
で
提
案
し
た
方
法
は
、
本
行
本
文
や
表
記
異
同
と
い
っ
た
対
象
に
限
定
さ
れ
な
い
一
般
的
な
方
法
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
校

訂
本
文
の
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
、
従
来
の
本
文
異
同
の
分
類
も
本
方
法
を
用
い
て
可
能
で
あ
る
。

謝
辞

　

上
野
英
子
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
本
文
研
究
会
の
参
加
者
の
諸
先
生
の
ご
教
示
に
、
末
筆
な
が
ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
本
研
究
は

JSPS

科
研
費JP19K

00349

の
支
援
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

注
　

階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
は
、
デ
ー
タ
の
持
つ
特
徴
の
類
似
性
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
分
析
方
法
で
あ
る
。
本
調
査
の
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
で
は
、
本
行
本
文
の
表
記
の
類
似
性
を
数
値
化
し
、
そ
の
数
値
に
よ
っ
て
分
類
す
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
順
序
で
処
理
が
行
わ
れ
る
。
本
文

デ
ー
タ
か
ら
生
成
さ
れ
た
文
字
のN

gram
は
、
集
計
さ
れ
同
一
のN

gram

ご
と
に
頻
度
を
計
算
す
る
。
調
査
対
象
と
し
た
各
巻
の
写
本
ご
と
に
、

N
gram

の
頻
度
デ
ー
タ
が
存
在
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
頻
度
デ
ー
タ
間
の
類
似
性
の
程
度
を
表
す
距
離
を
計
算
す
る
。
こ
の
頻
度
間
の
「
距
離
」
を

計
算
す
る
、
複
数
の
計
算
式（
距
離
関
数
）が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
本
調
査
で
は
、
各
巻
内
の
比
較
だ
け
で
は
な
く
、
巻
間
の
比
較
を
考
慮
し
、
情
報

検
索
分
野
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
いcosine

距
離
を
用
い
た
。cosine

距
離
は
、
頻
度
が
同
一
の
場
合
は
距
離
0
と
な
り
、
完
全
に
不
一
致
の
場

合
は
距
離
1
と
な
る
。
階
層
的
ク
ラ
ス
タ
ー
分
析
で
は
、
そ
の
距
離
の
数
値
に
基
づ
い
て
、
相
対
的
に
本
文
が
類
似
す
る
写
本
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

を
構
成
す
る
。
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
計
算
方
法
は
距
離
の
計
算
方
法
と
は
別
に
複
数
提
案
さ
れ
て
い
る
。
本
調
査
で
は
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
写

本
の
距
離
の
平
均
が
よ
り
近
い
写
本
を
用
い
て
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
群
平
均
法
を
用
い
た
。

出
典

　

調
査
対
象
写
本
は
、
出
版
ま
た
は
画
像
公
開
さ
れ
た
写
本
を
対
象
と
し
て
い
る
。
特
に
書
名
の
な
い
写
本
は『
源
氏
物
語
』を
表
し
て
い
る
。

・
紅
梅
本（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
） 

実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
上
野
英
子
教
授
よ
り
画
像
を
閲
覧
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
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・
書
陵
部
本（
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
） 

宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/T
oshoryo/D

etail/100062926000
・
吉
川
本（
吉
川
史
料
館
蔵
青
表
紙
本
）整
理
番
号555

・
日
大
本（
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家
本
） 

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
十
一
巻
三
条
西
家
証
本 

八
木
書
店 1994,1995,1996

・
蓬
左
本（
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
） 

源
氏
物
語
青
表
紙
本
54
巻
・
目
録
2
巻
・
極
1
巻
56
冊
・
1
冊 

請
求
番
号1-164-4

・
池
田
本 
源
氏
物
語
池
田
本
一
～
十 

新
天
理
図
書
館
善
本
叢
書 

天
理
図
書
館
附
属
天
理
図
書
館
編 

八
木
書
店 2016,2017,2018

・
大
正
大
学
本 
大
正
大
学
図
書
館
・
研
究
所 

源
氏
物
語
写
本（2021/09/30

現
在
リ
ン
ク
切
れ
）

https://tais.ac.jp/library_labo/library/genji/

・
大
島
本 

大
島
本
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
十
巻 

角
川
書
店 1996

・
保
坂
本 

保
坂
本
源
氏
物
語
第
一
巻
～
第
四
巻 

お
う
ふ
う 1995,1996

・
熊
大
本（
熊
本
大
学
教
育
学
部
所
蔵
本
） 

新
日
本
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス 

　
　

https://kotenseki.nijl.ac.jp/biblio/100137183/
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

N
o.1 89-96

（2017

年12

月
）

［8］ 
齊
藤
鉄
也「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け

（1）
」実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
39
号

（2020
年3

月
）

［9］ 

齊
藤
鉄
也「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け

（2）
」実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
第
40
号

（2021
年3
月
）

［10］ 

齊
藤
鉄
也
「
表
記
のN

gram

を
用
い
た
蓬
左
文
庫
蔵
三
条
西
家
本
源
氏
物
語
の
親
本
の
推
定
―
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
源
氏
物
語
と
日
本
大
学
蔵
三

条
西
家
本
源
氏
物
語
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」淑
徳
大
学
経
営
学
部
・
教
育
学
部
研
究
年
報 2020

（2021

年3

月
）

［11］ 

齊
藤
鉄
也「
本
文
表
記
のN

gram

を
用
い
た
室
町
時
代
書
写
の
源
氏
物
語
写
本
の
分
類
」情
報
処
理
学
会
論
文
誌V

ol.63, N
o.2,

掲
載
予
定（2022

年2

月
）

［12］ 

齊
藤
鉄
也「N

gram

を
用
い
た
表
記
か
ら
見
た
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本『
源
氏
物
語
』の
位
置
付
け
の
調
査
―
書
陵
部
蔵
三
条
西
家
本
、
保
坂
本
、
大
正

大
学
本
、
日
大
本
、
池
田
本
、
大
島
本
を
中
心
と
し
た
写
本
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」科
研
費
報
告
書「
新
出
資
料
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
中
心
と
し

た
三
条
西
家
源
氏
物
語
本
文
の
再
構
築
に
関
す
る
研
究
」掲
載
予
定（2022

年3

月
）
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表
一　

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ

吉川本 蓬左文庫本 熊大本
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率

01- 桐壺 5429 669 10.97% 5736 505 8.09%
02- 箒木 5867 344 5.54% 5906 322 5.17%
03- 空蝉 4499 300 6.25% 4573 251 5.20%
04- 夕顔 5285 531 9.13% 5513 383 6.50%
05- 若紫 5205 541 9.42% 5335 480 8.25%
06- 末摘花 5803 291 4.78% 5457 455 7.70%
07- 紅葉賀 5715 612 9.67% 5890 564 8.74%
08- 花宴 4288 314 6.82% 4166 368 8.12%
09- 葵 5666 650 10.29% 6240 387 5.84%
10- 賢木 5562 682 10.92% 5859 551 8.60%
11- 花散里 1631 139 7.85% 1624 84 4.92%
12- 須磨 5706 370 6.09% 5531 442 7.40%
13- 明石 5573 557 9.09% 5882 406 6.46%
14- 澪標 5673 593 9.46% 5746 574 9.08%
15- 蓬生 5810 617 9.60% 6085 484 7.37% 6070 483 7.37%
16- 関屋 1951 135 6.47% 1970 128 6.10%
17- 絵合 5563 536 8.79% 5374 488 8.32%
18- 松風 5236 521 9.05% 5567 353 5.96%
19- 薄雲 5366 448 7.71% 5498 395 6.70%
20- 朝顔 5079 481 8.65% 5420 353 6.11%
21- 少女 5593 557 9.06% 5560 561 9.17%
22- 玉鬘 5079 357 6.57% 5332 229 4.12%
23- 初音 5792 491 7.81% 6135 335 5.18%
24- 胡蝶 5716 435 7.07% 5880 372 5.95%
25- 蛍 6021 423 6.56% 6419 253 3.79%
26- 常夏 6036 414 6.42% 6080 376 5.82%
27- 篝火 1415 85 5.67% 1350 113 7.72%
28- 野分 6350 642 9.18% 6688 479 6.68%
29- 行幸 11271 904 7.43% 10722 1146 9.66%
30- 藤袴 5621 539 8.75% 5757 473 7.59%
31- 真木柱 6090 633 9.42% 6555 418 5.99%
32- 梅枝 5386 567 9.52% 5581 458 7.58%
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

表
一　

本
調
査
で
用
い
た
本
文
デ
ー
タ（
続
き
）

吉川本 蓬左文庫本 熊大本
巻 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率 仮名数 漢字数 漢字率

33- 藤裏葉 5480 431 7.29% 5123 435 7.83%
34- 若菜上 5898 455 7.16% 5749 511 8.16% 5701 547 8.75%
35- 若菜下 5622 509 8.30% 5575 530 8.68%
36- 柏木 5148 390 7.04% 5440 278 4.86%
37- 横笛 5490 415 7.03% 5503 411 6.95%
38- 鈴虫 5732 575 9.12% 5874 542 8.45%
39- 夕霧 5335 518 8.85% 5530 408 6.87%
40- 御法 5587 533 8.71% 5795 446 7.15%
41- 幻 6327 523 7.64% 6749 298 4.23%
42- 匂兵部卿 5767 530 8.42% 5933 498 7.74%
43- 紅梅 5142 537 9.46% 5323 455 7.87%
44- 竹河 5283 651 10.97% 5567 503 8.29%
45- 橋姫 5009 356 6.64% 4978 357 6.69%
46- 椎本 5520 501 8.32% 5474 516 8.61%
47- 総角 5717 288 4.80% 5416 432 7.39% 5399 430 7.38%
48- 早蕨 7152 669 8.55% 7708 413 5.09%
49- 宿木 5544 563 9.22% 5654 495 8.05%
50- 東屋 5770 401 6.50% 5698 407 6.67%
51- 浮舟 5239 477 8.34% 5461 387 6.62%
52- 蜻蛉 5371 446 7.67% 5555 369 6.23%
53- 手習 5139 478 8.51% 5552 251 4.33%
54- 夢浮橋 5493 406 6.88% 5595 344 5.79%
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写本間関係 巻 写本群
臨模
字配が一致
共通の親本を持つ 01 ( 紅梅 , 日大 )

02 ( 紅梅 , 日大 )
03 ( 紅梅 , 日大 )
04 ( 紅梅 , 日大 )
08 (( 吉川 , 大正 ), 保坂 )
24 ( 蓬左 , 日大 )
31 ( 吉川 , 大正 )

異同が少ない 01 (( 紅梅 , 日大 ), 蓬左 ) ( 保坂 , 書三 )
02 ((( 紅梅 , 日大 ), 吉川 ), 書三 )
03 (( 紅梅 , 日大 ), 蓬左 )
05 ( 吉川 , 大正 ) ( 池田 , 日大 )
06 ( 蓬左 , 紅梅 ) (( 池田 , 日大 ), 書三 ) ( 大島 , 大正 )
07 ((( 蓬左 , 紅梅 ), 保坂 ),(( 吉川 , 大正 ), 日大 ), 書三 )
08 ( 蓬左 , 紅梅 )
10 ( 吉川 , 書三 ) (( 保坂 , 紅梅 ), 蓬左 )
11 ( 吉川 , 大正 )
12 ( 保坂 , 日大 )
13 ( 吉川 , 大正 ) ( 池田 , 日大 ) ( 蓬左 , 紅梅 )
14 (( 吉川 , 大正 ), 書三 ) ( 保坂 , 紅梅 )
15 (( 蓬左 , 熊大 ), 保坂 )
16 (( 吉川 , 大正 ), 大島 ) ( 蓬左 , 日大 ) ( 保坂 , 紅梅 )
17 ( 池田 , 日大 ) ( 蓬左 , 紅梅 ) 

((( 吉川 , 大正 ), 書三 ), 大島 )
18 ((( 紅梅 , 大島 ), 書三 ), 大正 )
19 ( 吉川 , 大正 ) ( 蓬左 , 紅梅 )
20 ( 池田 , 日大 ) ( 蓬左 , 紅梅 ) ( 大島 , 大正 )
21 ( 吉川 , 大正 ) ( 蓬左 , 紅梅 )
22 ( 蓬左 , 紅梅 ) ( 吉川 , 大正 )
23 (( 蓬左 , 紅梅 ), 大正 )
24 (( 蓬左 , 日大 ), 紅梅 )
25 (( 蓬左 , 紅梅 ), 日大 ) ( 吉川 , 大島 )
26 (( 吉川 , 書三 ), 大島 ) (( 蓬左 , 紅梅 ), 日大 )
27 (( 紅梅 , 書三 ), 日大 ) (( 大島 , 大正 ), 吉川 )
28 (( 紅梅 , 日大 ), 蓬左 ) ( 大島 , 書三 )
29 (( 大島 , 大正 ), 吉川 )
30 ( 吉川 , 大正 ) ( 大島 , 書三 ) (( 蓬左 , 紅梅 ), 日大 )

表
二　

写
本
間
距
離
の
調
査
結
果
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

写本間関係 巻 写本群
異同が少ない 31 (( 吉川 , 大正 ), 書三 ) ( 蓬左 , 日大 )

32 (( 蓬左 , 日大 ), 紅梅 )
33 (( 紅梅 , 日大 ), 蓬左 )
34 (( 大島 , 書三 ), 大正 ) ((( 蓬左 , 熊大 ), 吉川 ), 日大 )
35 (( 書三 , 大正 ), 大島 ) (( 紅梅 , 蓬左 ), 日大 )
36 ( 紅梅 , 日大 )
37 (( 蓬左 , 紅梅 ), 日大 )
38 (( 蓬左 , 紅梅 ), 池田 )
39 ( 蓬左 , 紅梅 ) (( 書三 , 大正 ), 大島 )
40 ( 蓬左 , 紅梅 ) (( 大島 , 書三 ), 吉川 )
41 ( 蓬左 , 紅梅 ) ( 吉川 , 大正 )
42 (( 紅梅 , 日大 ), 蓬左 )
43 ( 蓬左 , 紅梅 ) ( 吉川 , 大正 )
44 ( 蓬左 , 紅梅 ) (( 大島 , 書三 ), 大正 )
45 (( 書三 , 大正 ), 吉川 ) ( 蓬左 , 紅梅 ) 
46 (( 書三 , 大正 ), 大島 ) ( 蓬左 , 紅梅 )
47 (( 吉川 , 大正 ), 大島 ) ( 池田 , 日大 ) ( 蓬左 , 熊大 )
48 ( 紅梅 , 日大 )
49 ( 蓬左 , 紅梅 )
50 ( 紅梅 , 日大 )
51 (( 蓬左 , 紅梅 ), 日大 ) (( 吉川 , 大正 ), 書三 )
52 ( 蓬左 , 紅梅 ) ( 大島 , 書三 )
53 ( 紅梅 , 日大 ) ( 書三 , 大正 )
54 ( 蓬左 , 日大 ) ( 吉川 , 書三 )

表
二　

写
本
間
距
離
の
調
査
結
果（
続
き
）
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写本名 大正大学本 書陵部本 保坂本 日大本 蓬左本
書写年代 1490,1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 1533

01- 桐壺
02- 箒木 ● ●
03- 空蝉
04- 夕顔
05- 若紫 ●
06- 末摘花
07- 紅葉賀 ● ● ● ● ●
08- 花宴 ◯ ◯
09- 葵
10- 賢木 ●
11- 花散里 ●
12- 須磨
13- 明石 ●
14- 澪標 ● ●
15- 蓬生
16- 関屋 ●
17- 絵合 ● ●
18- 松風
19- 薄雲 ●
20- 朝顔
21- 少女 ●
22- 玉鬘 ●
23- 初音
24- 胡蝶
25- 蛍
26- 常夏 ●
27- 篝火 ●
28- 野分
29- 行幸 ●
30- 藤袴 ●
31- 真木柱 ◯ ●
32- 梅枝
33- 藤裏葉
34- 若菜上 ● ●
35- 若菜下
36- 柏木
37- 横笛
38- 鈴虫

表
三　

吉
川
本
と
の
類
似
す
る
写
本
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

写本名 大正大学本 書陵部本 保坂本 日大本 蓬左本
書写年代 1490,1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 1533

39- 夕霧
40- 御法 ●
41- 幻 ●
42- 匂兵部卿
43- 紅梅 ●
44- 竹河
45- 橋姫 ● ●
46- 椎本
47- 総角 ●
48- 早蕨
49- 宿木
50- 東屋
51- 浮舟 ● ●
52- 蜻蛉
53- 手習
54- 夢浮橋 ●
表中の記号の意味は以下の通りである。それぞれ
☆「臨模されている」、◎「字配が一致する」、◯「共通の親本を持つ」
●「異同が少ない」距離にあることを示す。

表
三　

吉
川
本
と
の
類
似
す
る
写
本（
続
き
）
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表
四　

紅
梅
本
と
の
類
似
す
る
写
本

写本名 大正大学本 書陵部本 保坂本 日大本 蓬左本
書写年代 1490,1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 1533

01- 桐壺 ◯ ●
02- 箒木 ● ◯
03- 空蝉 ◯ ●
04- 夕顔 ◯
05- 若紫
06- 末摘花 ●
07- 紅葉賀 ● ● ● ● ●
08- 花宴 ●
09- 葵
10- 賢木 ● ●
11- 花散里
12- 須磨
13- 明石 ●
14- 澪標 ●
15- 蓬生 * ● * ●
16- 関屋 ●
17- 絵合 ●
18- 松風 ● ●
19- 薄雲 ●
20- 朝顔 ●
21- 少女 ●
22- 玉鬘 ●
23- 初音 ● ●
24- 胡蝶 ● ●
25- 蛍 ● ● ●
26- 常夏 ● ●
27- 篝火 ● ●
28- 野分 ● ●
29- 行幸
30- 藤袴 ● ●
31- 真木柱
32- 梅枝 ● ●
33- 藤裏葉 ● ●
34- 若菜上 * ● * ●
35- 若菜下 ● ●
36- 柏木 ●
37- 横笛 ● ●
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

表
四　

紅
梅
本
と
の
類
似
す
る
写
本（
続
き
）

写本名 大正大学本 書陵部本 保坂本 日大本 蓬左本
書写年代 1490,1493 1489-1506 1504?-1521? 1525,1530,1531 1533

38- 鈴虫 ●
39- 夕霧 ●
40- 御法 ●
41- 幻 ●
42- 匂兵部卿 ● ●
43- 紅梅 ●
44- 竹河 ●
45- 橋姫 ●
46- 椎本 ●
47- 総角 * ●
48- 早蕨 ●
49- 宿木 ●
50- 東屋 ●
51- 浮舟 ● ●
52- 蜻蛉 ●
53- 手習 ●
54- 夢浮橋
表中の記号の意味は以下の通りである。それぞれ
☆「臨模されている」、◎「字配が一致する」、◯「共通の親本を持つ」
●「異同が少ない」距離にあることを示す。
紅梅本「蓬生」「若菜上」「総角」は欠巻または後補であるため、熊本大学本
で代用している。表中では * を用いて示している。

250255_実践女子大学文芸資料研究所_年報41号00ブック.indb   101 2022/03/17   16:12:37



― 102 ―

  

 

（青表紙） 伝
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

 
  

250255_実践女子大学文芸資料研究所_年報41号00ブック.indb   105 2022/03/17   16:12:38



― 106 ―

 
  

250255_実践女子大学文芸資料研究所_年報41号00ブック.indb   106 2022/03/17   16:12:38



― 107 ―

Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）

  
  

伝
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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Ngram を用いた表記から見た紅梅文庫旧蔵本『源氏物語』の位置付け（3）
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